
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ） 到達目標の観点 到達目標

2022年度 授業シラバスの詳細内容

45点 10点
単位数 4 　配当学年 / 開講期 4 年 / 通年

ナンバリングコード E41204
　大分類 / 難易度
　科目分野

経営経済学科 専門科目 / 総合レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】
①人間として一番大切なものを学び続ける姿勢を身に着け
る。②①を通じて、社会人としての真の責任感や、倫理観を
身に着ける。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

①人間として一番大切なものを大切にする社会、文化、思想
について理解し、経済学の背景となる基礎知識、専門知識を
習得する。

必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・
　コミュニケーション】

①人間として一番大切なもののために生きることができるよう
になり、正しいプレゼンテーション能力を身に着ける。 20点

15点

西洋経済史、経済学史

授業コード E002705 　クラス名 古川ゼミ

担当教員名 古川　順一

（３）アクティブ・ラーニング 「ＰＢＬ（課題解決型学習）」

履修上の注意、
履修条件

人間として一番大切にすべきことについて勉強したい人なら、だれでも歓迎です。
卒論の内容を、それぞれ、少しずつ報告して、まとめていってもらいます。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
基本的に毎回レポートを提出してもらいます。レポートは採点結果を伝えます。
最後に卒論を作成提出し、発表してもらいます。卒論は、卒論発表会の際に講評します。
［Sレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標を満たしている。
［Aレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Bレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標をかなり満たしている。
［Cレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標を一部分満たしている。

教科書

【思考・判断・創造】
①人間として一番大切なものについて深く考え、社会事象に
ついて正しい視点から考察できる。②①を通じて、現代社会
の問題を発見し、解決することができる。

10点

ゼミでその都度指示する

参考文献及び指定図書
村松他『はじめて学西洋思想』（ミネルヴァ書房）
鈴木信雄責任編集『日本の経済思想　2』日本経済評論社
『情況　マックス・ヴェーバー再考』2000年7号、　『思想』８８０，８８３号

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○その他

授業の目的

人間として一番大切なことを、思想の歴史を通して学ぶ。
今まで西洋の歴史を通して学んできた人間として一番大切なことを土台として、それぞれの卒論の
課題に取り組むことで、それをさらに深く知り、社会へ出でも実行する人となること。どの地域でどの
ような仕事をする際にも必要な、普遍的視点を身に着けてもらうことを目標としています。

・レポートは次回のゼミの際に採点して返却します。

授業の概要

それぞれ決めた卒論のテーマを、順番に少しずつ報告していってもらいます。
テーマはそれぞれのものですが、その共通の土台となる、一番大切なことも、さらに掘り下げて学ん
でいきたいと思います。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード E002705 科 目 名 授業コード E002705
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

2022年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

ヒュームからカントへ ヴェーバーの禁欲主義批判

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

古川　順一 古川　順一

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

カントからヘーゲルへ ヴェーバーの宗教社会学

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヒュームとカントの関係について学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

予習 参考書を読む(ヒュームについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

ヘーゲルからマルクスへ ヴェーバーの経済社会学

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、カントとヘーゲルの関係について学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

予習 参考書を読む（カントについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

青年マルクス ヴェーバーと労働ののろい

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヘーゲルとマルクスの関係について学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

予習 参考書を読む（ヘーゲルについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

マルクスの経済学批判？ 経済学から社会学へ

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、マルクスについて学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

予習 参考書を読む（マルクスについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

カントからニーチェへ ヴェーバーを継ぐ者たち

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、マルクスについて学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

予習 参考書を読む（マルクスについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

マルクス、ニーチェからヴェーバーへ ドイツ思想と現代

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、カントとニーチェの関係について学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーの思想的後継者たちについて学びます。

予習 参考書を読む（ニーチェについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（現代思想について）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

ヴェーバーの理解社会学 古典と人間（１）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、マルクスやニーチェとヴェーバーの関係について学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、現代思想の問題について考えます。

予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む（ドイツ思想史について）。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
今回はとくに、ヴェーバーについて学びます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む（ヴェーバーについて）。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。



科 目 名 授業コード E002705 科 目 名 授業コード E002705
担当教員 担当教員

17. 25.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

18. 26.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

19. 27.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

20. 28.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

21. 29.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

22. 30.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

23. 31.

約2時間
約2時間

24. 32.

約2時間
約2時間復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習

古典と人間（９）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。

古典と人間（８）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

　後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

古典と人間（７） 古典と人間（15）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
コースで合同の卒論発表会を行うための準備をします。卒論発表に備えるため、卒論締め切りは、11月末となります。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

古典と人間（６） 古典と人間（14）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

古典と人間（５） 古典と人間（13）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

古典と人間（４） 古典と人間（12）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。 復習 やった内容をノートにまとめる。卒論や報告の手直しをする。

古典と人間（３） 古典と人間（11）

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

人間として一番大切なことは何かを考えながら、自由にテーマを選び、卒論をまとめます。
テーマは、とくに、歴史、社会、経済、思想などに関係する形で、選びます。
また、人間として一番大切にすべきことそのものも、ともに学びます。
後期は世界の古典をいっしょに読みます。

予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。 予習 参考書を読む。卒論をまとめ、報告の準備をする。

学修内容 学修内容

古典と人間（２） 古典と人間（10）

2022年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

古川　順一 古川　順一


